
地
本
春
闘
学

習
会
が
２
月
23

日
（
土
）
10

時

か
ら
地
本
事
務

所
２
階
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
拡
大

地
方
委
員
会
の

前
段
に
開
催
し

て
い
ま
す
が
今

回
は
「
春
闘
学

習
会
」
と
「
国

労
の
課
題
と
方

向
性
」
に
つ
い

て
東
日
本
本
部

矢
部
副
委
員
長

か
ら
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

10
時
か
ら
約
60
分
講
演
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
全
体
討
論
に
移
り
ま
し

た
。

政
治
情
勢
の
特
徴

安
倍
政
権
は
憲
法
改
正
を
目
指
し
て

い
る
。
２
０
２
０
年
に
改
正
す
る
と
言
っ

て
い
る
。

通
常
国
会
で
安
倍
首
相
は
「
自
衛
隊

員
募
集
事
務
に
つ
い
て
、
６
割
以
上
の

自
治
体
が
非
協
力
」
と
発
言
、
憲
法
を

改
正
し
自
衛
隊
を
書
き
込
む
根
拠
を
述

べ
た
。

春
闘
は
破
綻
し
て
い
る

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
今
年
で
６
年
目
、

春
闘
は
破
た
ん
し
て
い
る
。
「
官
製
春

闘
」
の
破
た
ん
。
「
賃
上
げ
は
政
府
に

要
請
さ
れ
て
行
う
も
の
で
は
な
い
」
経

団
連
は
主
張
し
て
い
る
。

経
済
情
勢
に
つ
い
て

内
部
留
保
は
４
２
５
兆
円

15
年
間
で
経
常
利
益
は
２
・
52
倍
に

増
加
し
て
い
る
が
労
働
者
の
賃
金
は
０
・

98
倍
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

実
質
賃
金
は
６
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

い
る
。
内
部
留
保
の
増
加
、
２
０
１
１

年
と
比
較
す
る
と
６
割
増
加
し
て
４
２

５
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
内
部
留
保
は

資
産
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
使
え
る
も

の
と
使
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

２
０
１
７
年
の
株
主
の
配
当
金
は
第

２
次
安
倍
政
権
以
降
62
％
増
の
23
兆
３

千
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
ナ
タ
ー

の
動
向

連
合
は
企
業
ご
と
に
賃
金
水
準
を
決

め
て
い
る
。
賃
上
げ
で
は
、
前
年
度
と

同
水
準
の
「
２
％
程
度
を
基
準
」
ベ
ア

に
定
期
昇
給
分
を
２
％
を
加
え
た
４
％

ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

全
労
連
・
具
体
的
な
賃
上
げ
〜
月
額

２
５
０
０
０
円
以
上
、
時
間
額
１
５
０

円
以
上
、
最
賃
要
求
時
間
額
１
０
０
０

円
以
上
、
日
額
８
０
０
０
円
以
上
。

全
労
協
〜
ど
こ
で
も
誰
で
も
20
万
円

／
月
以
上
、
１
５
０
０
円
／
時
以
上
の

最
賃
補
償
。
２
０
０
０
０
円
以
上
、
７

％
の
賃
上
げ
を
目
指
す
。

国
労
の
要
求
額

国
労
の
要
求
額
は
基
準
内
賃
金
（
平

均
）
４
％
相
当
額
・
１
２
０
０
０
円
。

要
求
額
の
設
定
は
ど
こ
か
ら
〜
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
の
動
向
、
他
労
組
な
ど
の
動
向

か
ら
要
求
額
を
決
め
て
い
る
。

賃
上
げ
は
経
済
を
発
展

全
体
の
体
力
に
つ
い
て
、
要
求
額
を

考
え
る
と
生
活
実
態
か
ら
要
求
額
を
考

え
て
い
く
。
賃
上
げ
に
よ
っ
て
生
活
改

善
を
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て

経
済
が
発
展
し
て
い
く
。
だ
か
ら
賃
上

げ
は
重
要
だ

国
労
東
日
本
本
部
は
春
闘
行
動
か
ら

独
自
の
「
檄
」
を
作
成
し
地
方
と
エ
リ

ア
本
部
と
が
全
体
で
闘
い
を
取
り
組
ん

で
い
く
。
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●１７時～新津駅前宣伝行動

ＪＲアパートチラシ配布

●１８時～春闘総決起集会

地本事務所２階会議室



編
集
後
記

３
月
に
な
り
ま
し
た
。
春
で
す
ね
。
朝

明
る
く
な
る
の
が
早
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

少
し
づ
つ
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

活
動
的
に
な
り
ま
す
ね
。
新
潟
市
は
今
年

は
雪
が
い
っ
ぱ
い
降
ら
な
く
て
助
か
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
春
闘
本
番
で
す
。
春
闘
行
動

が
企
画
さ
れ
、
新
潟
地
本
で
も
３
月
11
日

に
総
行
動
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
組
合
員
の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2019年 3月1日

今
後
５
年
を
見
据
え
た

組
織
な
ら
び
に
運
動
の

展
開
に
つ
い
て

財
政
の
現
状
〜
２
０
１
２
年
以
降
は

２
２
０
名
、
国
労
加
入
し
て
い
る
が
退

職
者
が
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

今
後
５
年
間
で
JR
組
合
員
と
再
雇
用

者
組
合
員
が
大
幅
に
逆
転
す
る
。

そ
の
た
め
財
政
上
、
組
合
費
の
額
を

変
更
す
る
。

今
年
の
財
政
状
況
か
ら
国
労
本
部
は

赤
字
に
な
る
。
組
織
拡
大
が
重
要
課
題

だ
。
財
政
の
削
減
で
は
人
件
費
が
一
番

高
い
の
で
専
従
役
員
を
２
年
間
で
半
分

に
す
る
。

書
記
職
員
は
自
然
減
（
退
職
）
と
し

て
減
ら
し
て
い
く
。

国
鉄
新
聞
の
発
行
〜
月
２
回
に
減
ら

す
。
各
種
会
議
開
催
も
考
え
て
い
く
。

共
闘
組
織
・
友
誼
団
体
の
加
盟
費
の
見

直
し
。

弁
護
士
、
学
者
へ
の
謝
礼
、
日
当
な

ど
見
直
す
。

ス
ト
基
金
の
活
用

ス
ト
基
金
〜
非
常
の
場
合
は
活
用
を

考
え
て
い
る
。
基
金
の
取
り
崩
し
で
予

算
編
成
を
し
て
い
る
。

ス
ト
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
運

用
規
則
の
改
正
を
前
全
国
大
会
で
提
案

し
た
。

こ
れ
を
活
用
し
な
い
と
厳
し
い
状
況

に
な
る
。

組
織
に
つ
い
て

地
本
は
見
直
さ
な
い

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
地
本

の
規
則
は
３
０
０
名
以
上
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
見
直
さ
な
い
。

地
方
は
会
社
側
と
の
交
渉
単
位
だ
か

ら
変
更
し
な
い
。

国
労
本
部
の
専
従
は
、
２
年
間
で
半

分
の
体
制
に
す
る
。
家
族
会
の
運
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

５
年
間
に
つ
い
て
、
あ
と
５
年
と
考

え
る
の
か
、
ま
だ
５
年
あ
る
と
考
え
る

の
か
、
緊
急
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡

大
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
一
人
が
一
歩
前

に
出
る
取
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

運
動
は
楽
し
く
展
望
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
本
執
行
委
員
会
も
精
一
杯
が
ん
ば

る
決
意
で
す
。

●１０時

国会議員への要請行動

●１３時３０分～１７時

春闘総決起集会の開催

国労本部Ｂ１Ｆ


